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                   抄   録

 余等ハ前編記述ノ如ク脂肪酸薦が性器睾丸ヲ刺戟シテ其ノ機能ヲ昂進セシメ得ベキコトヲ謹セリ．

 而シテ此等脂肪酸薦ハ當然動埴物界二丁ク存在スルモノナルヨリ考フレバコノ物ハ「ホルモン」二非ラズ

シテ性「ウイタミソ」ノユト考フルヲ至當トス可キ旨ヲ記述セリ．

 余等ハ更二此ノ事實ヲ基礎トシ進ソデ此等脂肪酸ノ化學的構造ヲ考察シ脂肪酸ノ酸根ヲOHヲ以ツテ置

換セルモノ部チ脂肪薦「アルコール」ニモ同檬其ノ作用アル可キコトヲ推定シ，各種「アルコール」三二高級

脂肪驕「アルコール」ヲ以ツテ脂肪酸ト同檬ノ顎髭ヲ行ヒ此ノ推定ノ正シキヲ信ゼシムル如キ威績二到達ス

ルコトヲ得タリ．

 然シテ此等高級「アルコール」ノ性賦ヨリ考ヘテ此ノ物が在來知ラル・V．Eノー種ト考フ可キ旨ヲ記述

セリ．
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                 1．緒   論

前編記述ノ如ク余等ハ脂肪酸罵が性器睾丸ヲ刺戟シ不完全去勢難二於テ，其ノ難冠ノ増大
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ヲ來スコトヲ詮セリ．

 而シテ此等脂肪酸驕ハ當山回植物界＝廣ク存在スルモノナルヨリ考フレバ，コノ物ハ「ホ

ルモン」二二ラズシテ性「ヴィタミン」ノート考フルヲ至當トス可キ旨ヲ記述セリ・

 但シ此ノ反憲ハ皮下二注射ヲ行ヒタル時二於テノミ有効ニシテ，若シ二二的二品取セシム

ル時ハ無効ナルヲ見タリ．

 此ノ事忌ハ脂肪ue＝ Naヲ添加シ石鹸化セルモノ一意テハ同様皮下注射ヲ行フモ其ノ効無

キ事實＝一・致スルモノニシテ，コレ恐ク経口的二撮取セラレタル脂肪酸驕が腸管5於テ腸内

ノ「アルカリ」類ニヨツテ中和セラレ石鹸化セラル・爲メナル可シ．

 斯ノ如キヲ以ツテ此等脂肪酸薦ヲ直接維口的二與ヘテ性作用ヲ護一幅シムルコトハ不可能

事ナルヤヲ想像セシムル塵ナリ．

 余等ハ此ノ鋏黙ヲ補ハントシ，種：々考慮ヲ経タル虚ナリシモ良方法ヲ得ズ．結局失敗二絡

レリ．

 唯此ノ闇脂肪酸鵬ノ性朕ヲ考究中氣付キタル職ハ此等脂肪酸驕ノ特有ナル構造ニシテ，今

其ノーナル飽和脂肪酸ノ構造式ヲ考フル＝一般二CH，・（CH2），，COOIIヲ以ツテ表示スルコト

ヲ得ベシ．

 而シテ今若シ此ノCO2H：ナル酸根ヲOHヲ以ツテ置換スルトキハ，脂肪属「アルコe・・一ル」

トナル．

 其ノ化関野琴歌ヨリスレパ脂肪酸ノ還元物質二相當ス．

 二二前編ノ實験ヨリ明カナル如ク其ノ性作用ハ酸根ソレ自身ニハ關係無ク主トシテ

 CH：3（CH，，）。ナル結合物二關聯ス．

 若シ然リトスレ・〈 CO2HヲOHヲ以ツテ置換スルモ尚其ノ性作用ハ同様ナル可キ理ナリ．

 余等ハコノ平押ノモトニ此等飽和脂肪酸驕二相當スルー債飽和脂肪薦「アルコール］ニツキ

前述同寸ノ阿附ヲ反覆セリ．

     2．三門ヨリ分離電ル脂肪属「ア膨翻一ル」ヲ以ツ畳セル試験

 余等ハ先ヅ前述ノ誌上ノ當否ヲ知ル豫備試験トシテ最モ入手シ易キ鯨蝋ヨリ鯨蝋「アルコ

陶ル」ヲ分離シ，右「アルコール」ヲ以ツテ試験ヲ試ミタリ．

                            の 今参考ノ爲メ余等ノ行ヒタル鯨蝋「アルコール」ノ分離法ヲ記セバ次ノ如シ．

 精製セラレタル鯨蝋ノー一“L定量ヲトリ，之レヲ10％酒精性苛性力哩溶液及同量ノ「ベンツオ

ール」ト二二逆流冷却器ヲ附セル「コルベン」＝入レ10数時聞機績加熱シテ鯨蝋ヲ充分鹸化セ

シメタル後酒精及ビ「ベンツオt・一一ル」ヲ三二シ，残七二局方盤酸ヲ徐々二注記シ弧酸性トシ，

冷却セル後「エーテル」ヲ加ヘテ彊ク振畳ジ，分液漏斗ヲ利用シテ「エー・テル」履ヲ分離シ，淺

液ハ同檬更二数回「エーテル」ヲ以ツテ二三シ，「エーテル」ヲ集メ，水ニテ撒回三田セル後

「エーテル」ヲ溜去シ，残渣ヲ酒精二加温溶解セル後，掩搾シツ・酷酸鉛酒精飽和溶液ヲ加へ

最早や沈澱ノ生ゼザルニ至リ，約一甕夜室盗二放置シ翌日沈澱ヲ濾去シ，濾液二残存セル鉛
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ヲ七化鉛トシテ悉ク沈澱セシメタル後「エーテル」ト共二振盗シ，「エ・…一bテル」暦ヲ分取シ不溶

物ヲ濾・去シタル後「エーテル」ヲ溜去シ，其ノ残澄ヲ85％稀酒精二加温溶解シ，不溶性物質ヲ

三時シ，更二酒精ヲ溜去シ，残渣ヲ加温乾燥シ「ベンツオー・ル」「アセトン」「クロ、ホルム」等

ヲ以ツテ精製ス．

 斯ノ如クシテ分離セル物質ハ，梢粘稠性ヲ帯ベル白色ノ粉末歌物質ニシテ，水ニハ不溶ナ

レドモ，酒精，「エt一’・’テル」及ビ油類ニハ溶解ス．

 ヨツテ前述ノ場合ト同門杏仁油＝1蝿5－iσ晒ノ三二溶解シ，牟去勢セル難二皮下注射ヲ

行フニ豫想ノ如ク其ノ成績陽性ナリ．

         3．純糠脂肪属「アルコール」畢以・フテ囎轟試験

 以上鯨蝋「アルコール」ナリト考ヘラル・物質ノ性作用陽性ナル＝ヨリ鯨蝋「アルコ ・一ル」ノ

主成分ナリト考ヘラル・「セチルアルコー・ル」ノ純粋ナルモノニツキ同様注射試験ヲ行フニ同

ジク成績陽性ナリ．

 但シ注射二刀シテハ右「アルコール」ヲ更二三當盗度ノモトニ減塵蒸溜ヲ行ヒ轍黙ヲ測定シ

テ，其ノ純ナル事ヲ確メタル上之レヲ試験二供セリ．

 伺注射溶媒1・シテハ，前試験ト同檬杏仁油ヲ使用シー定ノ三二溶解シテ使用セリ．注射ハ

皮下隔日1回1．一2。ccヅ・2回或ハ3回＝シテコレラ止メ，其ノ成績ヲ齪察セリ．

 本物質ノ陽性ナルゴ1・ハ興味ナシ1・セズ．既知ノ如ク「セチー・ルアルコール」ハ，其ノ組成

ヨVスレバ「パルミチン」酸二相當スルモノニシテ，「パルミチン」酸が陽性ナルコトハ前述ノ

如ク，而シテ此ノ成績ハ前記ノミt一”シェル氏ノ成績トモー致スル虞ノモノトス．

 ヨツテ更二二ノ脂肪鵬「アルコール」モ叉有効ナリや否やヲ知ラントシ，入手シ得ラル・限

りノ「アルコPtルj＝ツキ・順次同様ノ試験ヲ行ハントセリ．

 元ヨリ既知ノ「アルコP・ル」ノli重類ハ勘カラズ．今参考マデニ～慣飽和正「アルコール」

              （CH，（CIHI，．），，OH ＝ C，，IHI，7，，＋，OH）

中周知ノモノヲ其ノ分子量二二ツテ列學スレバ次ノ如シ．

C）iH2n＋10H

     アルコール名穫i

メチールアルコール（Methylalkohol）

エチールアルコール（Aethylalkohol）

プロピールアルコール（Propyla！k）

ブチールアルコール（Butylalk）

アミールアルコール（Amylalk）

ヘキシールアルコール（Hexyla］k）

ヘプチールアルコール（Heptylalk）

オクチールアルコール（Octylalk）

ノニールアルコール（Nk ony｝alk）  『

デテールアルコール（Decylalk）

K 91． ）

構 造 式

CII30 1－I

CH3CH20H

CHr，CH2CH20H

CH3（CH2）2CH20H

CH．g （CHI g． ） 3CH20H

CH3（CH2）4CILL．，OIEI

CH3 （CHL，） r，CH2011

CiH3（CIE I2）c．CE’ILoCEI

CH3（CH，，）7C．rH．，Oltl

C｝13（CH，，）sCII，，OH

融 織

一 94ec

－112ec

一ユ27℃

一 80ec

一 36ec．

一 18CC

 －5CC

一一 e一 7eC
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ウソデチールアルコ 一一ル（Undecylalk）

ドデチールアルコール（Dodecylaik）

トリデテールアルコール（Tridecylall〈）

泉・山田・村田

テトラデチールアルコール（Tetradecylall〈）

ペソタデチールアルコール（PentadecyJalk）

ヘキサデチールアルコーール（Hexadecy1－od Cetylalk）

オクタデチールアルコール（Oetadecylalk）

セリーールアルコール（Cerylalk）

メリツシールアルコール（Melissylalk）

CH3 （CH2） ，， CH，，OIH

CIi・，sC（L”II2）loCII2011

CH3（CH，，）11CH，，OH

CEIbi （CH2） 12CH201EI

CII3（C］il，，）13CI－ill，，Oltl

CI 16 （CH．， ） t4CH2011

C｝1：3（CII2）1，一，・，CII20H

CII3（CII2）24CH20H

CII3（CII2）2sCH，，OH

十エ9℃

十 24ec

十 30tsC

－1一 38eC

一一e 48eC

十 49“c

A一 59“C

十 80ec

十 85eC－87．50eC

 伺以上列學以外＝モ今日周知ノモノ紗カラズ．唯不幸ニシテ余等ノ入手シ得タル「アルコ

ール」ハ其ノ歎多カラズ叉入手シ得タル「アルコール」ニアツテモ，低級ナルモノハ注射ノ場

合刺戟症歌張クシテ試験ヲ行フコト能ハズ．三二「メチt・…ルアルコール」「アミ・・ルアルコ・”一

ルJノ如キハ三二其ノ毒性ノ存スルコト知ラル・庭ニシテ試用二堪エズ．

 マタ「デチ・一ル，アルコール」前後殊＝ヨリ低級ナルモノハ甚シク刺戟臭アリ．

 例令へ有効ナリトスルモ理論的ニハ兎モ角余等ノ所期ノ経口的鷹用ニハ不可能ナルヲ思ハ

シムルモノアリ．結局今次余等ノ試用セルモノハ次二表記ノ籔種二過ギザルコト、ナレルモ

其ノ試験成績ハ豫想ノ如ク何レモ陽性＝：シテ満足ス可キ結果ヲ得タリ．

 此等ノ試験成績陽性ヲ示セル「アルコール」ヲ列墨スレバ次ノ如シ．

                1． Decylalkohol

                2． Undecylalkobol

                3． Dodecyla］kohol

                4． Tetradecylalkohal

                5． He：ylalkohol

                6． Cetylalkohol

                7． Octadecylalkohal

 斯ノ如ク三等ノ本實二二際シテ，試用セル「アルコール」ハ此等少藪ノモノニ過ギザリシ

モ他ノ「アルコール」類ニシテマタ有効ナルe’ノ存在ス可キコト想像セラル・所ニシテ，伺一一

贋飽和脂肪薦以外ノ各種「アルコール」ト雌モ更二有効ナルモノ存在ス可キヤモ知ル可カラ

ズ．

 此等ノ黙ニツイテハPt ＝將來ノ實験二倹ツ可キモノナリト信ズ．

        4．「アルコmuル」類注射ノ難二曲ケル生物反磨

             （A）三等ノ牛去勢難手術ノ改良方法

本實験使用ノ孚去勢難作製甲州甚シク困難ヲ経験セル潜門シテ本報告第エ編二記述セル如

シ．

其後モ此ノ事ハ本實験ノ：最大難關ニシテ實二實駿者ノ惨憺タル苦心ヲ経タリ．

既述ノ如ク若シ残存睾丸組織大二過グル時ハi難冠ハ自然増大ヲ來タシ試験使用二堪ヘズ、
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少二過グル時ハ多ク萎縮壊死二陥リ完全去勢難トナルヲ以ツテ之レ叉試験成績悉ク陰性トナ

ル．三等ハ此ノ淺存：量ノ境界範團ヲ決定セントシテ種々方法ヲ試ミタレドモ何レモ失敗二餓

シ結局一二維験ニヨル外ナキ歌三二齢着セリ．

 例ヘバー一方ノ睾丸ノ重量ヲ測定シ他側睾丸ノ淺存：量ヲ算出セントセルモ實際ハ爾側睾丸ノ

重量ハ同～難二丁テモ決シテ同一ナラズ．從ツテ此ノ方法ハ全ク非合理的ナルヲ知レリ．

 叉一定ノ：量ノ捌出睾丸組織ヲ標準トシ目測＝テ之レト略同量ノ組織ヲ残存セシムル方法ヲ

探用セルモ之レモ大門＝於テ目測ニシテ域績一定セズ．一方二於テ睾丸ノ大サバ大回4ケ月

前後ノ稚難ヲ使用セルニ拘ラズ難ニョツテ種々ニシテー定セズ．從ツテ叉其ノ機能ハ其ノ縄

封重量：ノミ＝必ズシモ比例セザル如ク叉睾丸組織ノ残存部位ノ如何モ難冠増大＝大＝關係ア

ル如ク其ノ間ノ關係極メテ複：維ナルヲ知ルニ至レリ．

 之レヲ要スルニ何等適當ノ：方法ナク殆ンド天運二委カセー二維験ニヨツテ手術ヲ行ヒ子下

冠ノ増大ノ状況ヲ目標トシテ試験二三セリ．然レドモ右ノ如キ方法ヲ以ツテシテハ勿論適當

セル牛去勢難ヲ得ルコト少ク漸ク10＝1ニシテ試験ノ成績ノ遅々タルハ冷然ナリシヲ以ツテ

實験者等ハ其後モ常二何等力他二適當ナル方法ヲ得ントシテ苦心種々實験ヲ重ネタリ。

 其ノ結果最後二睾丸組織ノ移植法ヲ案出スルニ至レリ．本方法ハ梢正確二残存組織ヲ測定

加減シ得ル外壁當ナル睾丸組織ノ好ム部分ヲ使用シ得ルヲ以ツテ其ノ手術威績ハ遙二可良ト

ナルニ至レリ．

 EPチ先ヅ手術難ノ腹腔ヲ開キ順次爾側ノ睾丸ヲ完全二二出セル後学當セル睾丸組織切片ヲ

トリ「ミクnワーゲ」ニカケテ其ノ重：量ヲ適當二定メ之レヲ翠丸ヲ捌出セル後ノ「カプセル」中

＝包裏シテ腹腔内二脱落スルコトナカラシメ次デ腹腔ヲ閉ヅル方法ナリ．

 但シ此ノ方法＝ヨルモ移植睾丸組織ノ大サノ適當量ハ始メハ未知ナリシヲ以ツテ先ヅ目測

ニヨリ推定シ其ノ重量：ヲ0．19程度ヨリ始メタルニ何レモ難冠ノ自然増大ヲ來スヲ知レリ．

ヨツテ以後次第二其ノ残存量：ヲ減少セルニ豫葱二反シ其ノ量極メテ少ク10mg二至ルモ尚難

冠ノ増大ヲ見ルコトアリ。結局今H：於テハ其ノ重量：ハ5m9ヲ出ヂズ，時二1一一一2mg＝テ充

分ナルヲ詮スルコトアリ．今日モ此ノ正確ナル：量ヲ決定スルコト能ハズト難モ大艦ヨリ見テ

其ノ量一驚ク可ク少＝シテ1・一一一2mg二四レバ實＝粟粒大ニシテ把持ニモ困難ヲ感ズル程度ナ

リトス．

 其ノ量ノ必ズシモー定セザルハ前述ノ如ク睾丸組織ノ二丁ノ程度，部位二二關係スル外移

植後癒着獲育スル部分ノ量：＝モ關係スルコト當然ニシテ若シ手術ニシテ不適當ナランカ組織

片ハ悉ク壊死ヲ來タシテ完全去i勢難トナル．斯カル難二丁テハ在來ノ「ホルモン」剤ニハ反憲

スレドモ下等ノ試験成分＝ハ全ク反鷹セズ．斯ノ如キモノニ於テハ開腹ヲ行ヒ睾丸ヲ索ムル

モ勿論何等痕跡モナク從ツテ其ノ試験威績ハ無意義トナルコト當然ナリトス．

 幸手三二當者山田，村田等ノ携マザル努力ト熱心＝ヨリ今日ハ可ナリ手術二暫熟シテ其ノ

手術成績以前＝比シ遙二可良ナル＝至り余等ハ目下此ノ方sVk－r一ヨリ試用難ヲ作出シツ・試験

ヲ績行中ナリ．
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 （B） 去勢難二於ケル反鷹

 右物質ヲ前述ノ如ク杏仁油川溶解シ適當ナル牛去勢難ノ皮下二注射ヲ行フトキハ早キハ既

二翌日邊キモ3－4日ノ後ニハ三冠ハ肥大ヲ始メ，「チアノーゼ」ハ減少シ次第二潮紅ヲ増

シ，而シテコノ肥大潮紅ハ注射ヲ止ムルモ停止スルコトナク進行シ遽二生理的ナ伏態或ハSE ＝

其レ以上二迄及ブニ至ル．

 食慾モコレト共二増加シ從ツテ罷：重モ迅速二増加ス。

 注射以前ニアツテハ完全去勢難ト同様元氣ナク難舎ノ隅ヲ彿徊セルモノが注射ト共二次第

＝元氣出デ蓮動活濃トナリ，闘争ヲ確聞難鳴ヲナスニ至ル等其ノ成績ハ脂肪酸注射ノ場合ト

同クー致ス．

 今以上成績ノ中沓冠髄重等増加ノ歌況ノi～2ヲ圖示スレバ次ノ如シ．
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 （C）高級：「アルコールJ注射ノ副作用

 以上試用ノ高級「アルコt一一bル」ニアツテ，例令ヒ成績何レモ陽性ナリトスルモ實地回用ノ上

ヨリハ副作用ノ有無ノ問題モ重要ナリトス．此ノ一面ヲ義血スル正日余等ハ此等試験用難ノ

2～3＝ツキ更二月籐二亘リ多量ノ物質ノ蓮績注射ヲ行ヒ其ノ歌態ヲ検セルニ何等特殊ノ副

作用ヲ認メズ．

 元氣食慾等障碍サル・コトナク艦重モ依然トシテ増加スルヲ見タリ．

 コレ＝ヨツテ見レバ此等「アルコール」類ハ特二非常ナル過量ヲ與ヘザル限り特別ノ副作用

ヲ來サザルモノト考ヘラル。

             5．人膿昆於ケル實験成績

 （A） 皮下注射ニヨル成績

 以上ノ如ク孚去勢難二面テ其ノ成績陽性ニシテ，而カモ特二副作用ヲ認メザリシヲ以ツテ

研究者面一右「アルコール」中ノ代表者トシテ「セチールアルコ P一ル」ヲ探り，杏仁油二溶解シ

脂肪酸ノ場合ト同様之レヲ先ヅ自己自身二注射シテ更二人禮二於テモ副作用ノ認ム可キモノ

無キヲ誰セル後希望者二劃シ先ヅ皮下注射ノ試験ヲ行ヒタ広

 右成績＝ヨル＝脂肪酸二於ケルト同ジク多クノ者二十テ先ヅ祠1心爽快ヲ畳工次デ性的充奮

ヲ來ス．帥チ大多数二於テ性慾充進シ且ツ「ぺ＝ス」ノ勃起力増加スルト云フ．

 其ノ他食慾増シ睡眠比較的可良トナル黒占等脂肪酸二同ジ．之レヲ連用スルトキ疲勢感著シ

ク減少シ「エネルギP一一 ．jノ充實感ヲ與フト云フ．但シ著シク幅出セル入，病態ノ者等；ニアツテ

ハ作用現ハレザルコト有ルハ實駿難ノ場合＝於ク’ル1・・一一致ス．

 （：B）経口的慮用ニヨル成績

 余等が特＝脂肪酸ヨリモ「アルコ・一ル」二興味ヲ持テルハ實二此ノ経口的鷹用ノ可能ヲ推察

セルラ以ツテナリ．

 脂肪酸ハ前述ノ如ク経口的鷹用ノ望少キニ反シ「アルコールJハ其ノ化學的性歌ヨリ見テ此

ノ可能性多分二存ス．蓋シ「アルコール」類ガソノマ・腸管ヨリ吸牧セラル・ノ事實ハ「エチ
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・・ルアルコ e一ル」「メチールアルコP一一ル」等二於テOt ＝・設明セラル・虞ニシテ，高級ナルモノ

モマタ其ノマ・腸管ヨリ吸牧セラル可キコト想像セラル・庭ナリ．ヨツテ余等ハ試ミ＝一部

ノ人艦ニツキ先ヅ維口的使用ヲ行ヒ其ノ放績ヲ楡セリ．

 而シテ此等成績ヲ総括シテ考フルニ注射ノ場合二比シ其ノ作用ノ護現緩徐ナルヲ冤レザル

モ同ジク成績陽性ナルヲ思ハシムルモノアリ．但シ此ノ場合二於テハ當然其ノ用量多ク且ツ

使用旧聞ノ長キヲ要スルが如ク用量ノ如キ注射量；・“ Lkシテ十数倍或ハ数十倍ヲ要スルモノノ

如シ．

 然うバ内服ノ場合二於テ効果ノ獲現二幾何程度ノ用量ト期聞ヲ要スルモノナリヤト云フニ

此ノ闇ノ關係ハ寧ロ今後ノ研究問題トモ云フ可ク更二二クノ臨床實験ヲ倹タザル可カラザル

ヲ當然トス可シ．

．此ノ見解ノ下二丁等ハ此ノ鮎二就イテ目下種々實験中ナルヲ以ツテ去勢難或ハ白鼠二於ケ

ル實験成績ト相侯ツテ，何等カノ結論ヲ得ベク近キ將來二於テ稿ヲ改メテ報告スル虞アル可

キモ，今日マデ略1ケ年間ノ臨床使用ヨリ半円ル成績ヨリ見レバ何レモ多少1・モ効果ヲ認メ

ー定ノ期閉服用ヲ持綾スルトキハ注射ノ場合ト同様ナル威績ヲ見ルヲ得タリ

 （二等ハ此ノ効果ノ判定＝關シテハ嚴正＝シテ冷静ナル批判ヲ乞ハンタメ特二子フテ信頼

ス可キ讐二者ノ諸家ニモ其ノ自己試用ヲ依頼シ其ノ忌揮ナキ意見ヲ得ル＝勉メタリ）．

 此等試用者ノ意見ヲ綜合スルニ服用2～3週聞ニシテ皮下注射ノ場合1・同様著シキ性ノ充

進ヲ來シ，時二妻帯者ニシテ夢精ヲ見ルニ至レルモノアリ．其ノ他疲勢感ノ減少スル等注射

ノ場合ト異ナラズ．

 尤モ之レヲ「インポテンツ」高齢者等；二慮用シテ果シテ幾何ノ効果アリヤ等ノ問題二至ツ

テハ其ノ例少クシテA？一一定ノ成績ヲ述ブルヲ得ズ．何レニスルモ前述ノ如ク此等ノ場合＝於

テ毎常効果アリトハ噺ズルコト能ハザルが如シ．

 但シ60二歳ノ老人二試用シテ，食慾睡眠ノ可良トナレル例アリ．「性慾モ相當＝アリ」トノ

報告ヲ得タルモノアリ．此虞二附記シテ参考トス．

 省長期使用ヲ行フモ何等副作用ヲ認ムルコトナシ．

         7．「アル：コ・一刀」ノ作用力法x關スル考察

 此等「アルコール」罵ノ作用ハ前述脂肪酸驕ト同檬睾丸ノ残存セル場合ノミ有効ニシテ完全

去勢三二於テハ其ノ作用全ク現ハレズ．コレヨリ見ルトキハ此等物質が睾丸ソレ自身＝作用

スルモノト考フルヲ至當トス可シ．

 但シ其ノ作用機轄ノ如何ハ未ダ不明二薦シ直接睾丸二作用スルモノナリや或ハ他ノ内分泌

腺等ヲ経テ間接＝作用スルモノナリや等ノ黙モ不明二屡ス．叉ミーシェル氏ノ脂肪酸二於ケ

ル読ノ如ク性「ホルモンJノ賦活作用ニヨルモノナリや否やモ未ダ知ルコトヲ得ズ．

 唯余等ノ實験例＝アツテハ成績陽性ノ難二於テハ其ノ組織像二於テ何レモ多少トモ残存睾

丸ノ機能増進ノ像ヲ認メ精糸産生モ旺ンニ見ラレコレヲ未ダ注射ヲ経ズシテ難冠ノ肥大ヲ來
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サザルモノニ比スレバ格段ノ相違ヲ認ムル虞ニシテ此ノ成績ハ大艘脂肪酸二於ケルト略一致

スルヲ見ル．

 コレ等組織的所見二就イテモ近々稿ヲ改メテ報告スルトコロ有＞v可シ．

                8．成 績 総 括

 此等「アルコ・一ル」類ハ前述脂肪酸驕ト同様其ノ性歌ヨリ明カナル如ク廣ク動植物界二存在

スルモノ＝シテ，從ツテ此等ノモノハ「ホルモン」二非ラズシテ當然性「ヴィタミン」二厩ス可

キモノトス可シ．

 而シテ以上成績ヨリ見ルトキ其ノ作用ハ從來云ハル・性「ヴィタミン御「ヴィタミン」E二

番モ近キヲ思ハシムルモノアリ．

 「ヴィタミン」Eノ本態ハ今日樹不明ニシテ各學者ノ研鎖ヲ維ツ・アル庭ナレドモ今日迄知

ラル・庭口ョレバ右「ヴィタミン」EハE＃一一二非ラズシテ数種ノモノ存在スルが如ク唯其ノ相

互ノ間二近似ノ構造ヲ有スルモノナリト信ゼラル，

 而シテ此等「ヴィタミン」Eノ在來知ラレタル性善ト以上得タル成績トヲ併セ考フルトキ右

「ヴ タミン」Eハ此等「アルコt一一ル」類ト密切ナル關係アル可ク少クトモ其ノー部ノモノハ庇

等高級「アルコPtル」類力或ハ其ノ結合物ナル可キヲ信ゼントス．

 最近英ノDrummolld氏ハ小庭胚芽油ヨリ分離セルVitamin E．ヲ精製シHydrogenction

ヲ行ヒWh｛te Waxy Substance白色蝋檬物質ヲ得タルコ1・ヲ記載セリ．但シ同氏等ハ其ノ牧

：量少キ爲メ本態ヲ目無ニスルコト能ハザリシ由ナルモ此ノ事忌ハ余等ノ成績ヨリ考ヘテ甚ダ

興味深キモノアリ．蝋様物質が複雑ナルト比較的軍簡ナルトノ相異ハ存スルモ大服二於テ高

級「アルコe・一一ル」ト脂肪酸トヨリナルコトハ周知ノ事實ニシテ，從ツテ高級「アルコール」ヲ含

有スル蝋様物質ノ或ルモノが叉多少トモ性作用ヲ有ス可キコトハ理論的二推察セラル・庭ニ

シテ余等ハ今・此ノ黙二就テモ實験ヲ重ネツ・アリ．未ダ噺定的ノ結論ヲ忌寸ル＝非ラザルモ

此ノ豫想ノ正シキニ非ラザルヤヲ考ヘツ、アリ．DrUmmond論評ノ蝋様物質モ或ハ斯ノ如

キ意味ノ物質二歩ラザルヤヲ考ヘシムルモノアリ．記シテ其後ノ報告ヲ待タン1・ス．

 終りニ臨ミ余人ノ實瞼ヲシテ今日アラシメタル淺野敬授二渕シ深ク敬意ト感謝ノ意ヲ表シ，伺睾丸ソノ

他ノ組織像ノ所見等ニツキ示敢ヲ賜ハリタル病理學敏室中村敢授煎二本忌地二種々便宜ヲ輿ヘラレタル本

院藥局長塚本博士二深厚ナル謝意ヲ表ス．
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